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「はじめに」 液体金属増殖方式では、強磁場

中でのロ－レンツ力による流動圧力損失の克

服が大きな課題である。一方、溶融塩方式では、

経路配管からのトリチウム漏洩による回収効

率の低下が課題である。酸化エルビウム(Er2O3)
は良好な電気絶縁性を有し、最近ではトリチウ

ム透過抑制効果にも期待できる物質であるこ

とが知られている。実機のブランケットを想定

した場合、スパッタリング等の物理蒸着(PVD)
では困難であり、実機配管等への被覆を考慮し

た大面積・複雑形状への被覆プロセスが必要で、

代表的な化学気相法である金属錯体化学気相

法(MOCVD)によるSUS管内壁に大面積で均質

なEr2O3被覆層の形成に成功している1-3)。今後、

SUS管内壁成膜された大面積Er2O3被覆層の水

素透過特性が評価できる装置の構築が必要で

あり、SUS材状管による水素透過評価の違いに

ついて検討している。 
 
「大面積酸化物層の水素透過評価装置の構築」 
 図1と2に大面積水素透過特性評価装置にお

けるチャンバーの設計図とその外観写真を示

す。Er2O3酸化物層を成膜したSUS管の片端を

封じ切りした試料はチャンバーを貫通する形

態を取り、SUS管両端をウルトラトールで閉め

ることによって、チャンバー内の真空を保って

いる。また、SUS管を加熱するヒーターは石英

でできた炉芯管に巻いてSUS管は炉芯管の中

を通し、間接加熱を採用している。これは、SUS
管の表面成膜にも対応する為に、成膜層に直接

接触しない配慮をしたものである。また、加熱

温度は石英炉芯管中心部とその両端付近にそ

れぞれ取り付けた熱電対で管理されている。 
管状試料への高圧水素ガスは別経路で導入

され、管内部を高圧状態にする。所定の温度に

昇温し、管から漏洩した水素分子は石英炉芯管

に空けた穴を通してチャンバ－内に滞留され、

その水素分圧をTDSで検出する仕組みになっ

ている。現在、SUS管、チャンバ－及び配管等

の3気圧の気密試験を実施し、最終リ－クチェ

ックを行っている。発表当日は、大面積被覆用

水素透過装置の詳細な紹介と特性及びSUS管

の水素透過特性評価結果について報告する。 
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図 1 SUS 管用水素透過特性評価

チャンバーの詳細図面 
図 2 SUS 管用水素透過特性評価

チャンバーの外観写真 


